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発 達 教 育 学 部 紀 要
した感覚の大切さ，表現力の大切さなど，造形
領域に関わる実践的教材として有効であること
が導出された。またこの実践は，広く他の表現
領域につながる「学び」に深まることが期待さ
れるため，引き続き実践事例を積み重ねていく
ことにより，実践的教材としての可能性を明ら
かにすることを今後の課題としたい。
付記
本研究は，平成24～26年度科学研究費補助金　
基盤（Ｃ）研究課題（課題番号：24531033）「保
育者養成に関わる造形領域における実践的教材
の研究」（研究代表者，矢野真）の補助を受け
て行われたものである。
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